Effects of regular physical activity on cell-mediated immunity and cytokine balance in the young by 寺田 修
人間科学研究　Vol．20，Supplement（2007）
修士論文要旨
若年者における運動習慣が細胞性免疫能・サイトカインバランスに及ぼす影響
Effbctsofregularphysicalactivityoncell・mediatedimmunityand
CytOkinebalanceintheyoung
寺田
・緒言
運動は健康の保持・増進をはかる上で重要な要素である。
運動習慣を持たない者が運動を始める際に、安全性の面か
ら高強度の連動を行うことは難しく、低強度および中等度
の運動から取り入れることが推奨されている。
高強度の運動の効果は、様々な年代および免疫学的指標
や生理学的指標で研究されてきた。しかし若年者に対する
低強度および中等度の運動の効果に関する研究は未だ十分
に検討されていない。そこで若年者に対する低強度および
中等度の運動の効果を検証することは、有効性・安全性に
関する科学的根拠を示す上で意義のあることと考えられる。
本研究では、運動習慣を持たない者が手軽に始められ、
かつ継続して行える運動の一つである歩行運動の免疫機能
に及ぼす効果を、若年者を対象として検討することを目的
とする。また運動強度・頻度の違う運動習慣が若年者の安
静状態の免疫機能にどのような影響を及ぼすかを検討する
ことを目的とする。
・介入研究
【目的】　健康な若年者を対象とし、一過性および継続的
な歩行運動の免疫能への影響を検討することを目的とした。
【方法】被験者は、運動習慣のない健康な女子大学生6
名とした。運動トレーニングは、ルームランナーを用い歩
行速度6km／h（50－65％HRmax）にて、1日30分の歩
行運動を週6日、3週間実施した。採血は、運動トレーニ
ング開始前と運動トレ†こング開姶－1週間後、3週間後の
それぞれ安静時、運動終了時に肝静脈より行った。測定項
目として、リンパ球サブセット（フローサイトメトリー法）、
NK細胞活性（IJDH法）、Tリンパ球増殖能（PHA刺激、
MTT法）、血渠中サイトカイン濃度（El。ISA法）を測定し
た。
【結果】NK細胞活性、Tリンパ球増殖能ともに有意な変
化は認められなかった。運動トレーニング前に比べ3週間
後の安静時では、NK細胞数、血祭IIJ－12p40濃度に有意
な減少が認められた。
【考察】本研究で実施した連動強度では、免疫細胞の機能
は大きな影響を受けなかった。また運動トレーニングの継
続により　Thl優位のサイトカインバランスが誘導される
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可能性が示唆された。
・横断研究
【目的】　健康な若年者を対象とし、運動習慣の違いによ
る安静状態の免疫担当細胞の数や機能および免疫調節物質
の変動に関する影響を解明するために、横断的に比較検討
を行うことを目的とした。
【方法】被験者は、運動習慣の異なる健康な大学生45
名（男22名、女23名）とした。エクササイズガイド2006
を参考に、運動の種類および頻度、強度から被験者を3群
（High群およびModerate群、Sedentary群）に分類した。
採血は、早朝空腹時に肝静脈より行った。測定項目として、
一般血球検査、リンパ球サブセット（フローサイトメトリ
ー法）、NK細胞活性（LDH法）、末梢血リンパ球増殖能
（PHAおよびLPS刺激、MTT法）、血渠中および培養上
浦中サイトカイン濃度（ELISA法）を測定した。
【結果】男性の総NK細胞活性でHigh群が他の2群に
対して有意な低値を示しこ女性の血渠中IL－12p40でHigh
群がSedentary群に対して有意な低値を示した。また男女
とも　LPS刺激Bリンパ球増殖能、LPS刺激培養上清中
IL－10濃度でHigh群がSedentary群に対して有意な低値
を示し、女性のLPS刺激培養上清中IL－2濃度でHigh群
がSedentary群に対して有意な高値を示した。
【考察】若年者において低強度および中等度運動の継続は
安静状態の免疫担当細胞の機能に大きな影響を及ぼさない
ことが示された。また運動習慣の効果として安静時におい
てThlサイトカイン優位な状態にし、細胞性免疫を維持ま
たは克進することが考えられる。
・まとめ
低強度運動は免疫能に対して一過性の大きな影響を及ぼ
さないことが示された。
また低強度運動を継続していくことおよび高強度の運動
習慣を持つ者で、血中IL－12p40濃度が減少することによ
り、Thl優位のサイトカインバランスを維持する可能性が
示された。一過性の高強度運動によりIL－12p40が上昇し、
Th2サイトカイン優位の状態になる可能性が示唆されてい
ることから、安静時ではよりThlサイトカイン優位の状態
にシフトするように適応する可能性が考えられる。
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